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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
明石製作所圧縮空気設備最適化による省エネと題しまして、明石製作所毛利が発表させて頂きます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
内容報告の前に温室効果ガスの削減計画が昨年見直されて、加工事業カンパニーは2030年までに実質的な再エネ電力100%にするとなりましたので
それに向けてESG投資を計画的に進めてエネルギー量削減をすること、再生可能エネルギーの調達として、太陽光の導入やCO2フリー電源の購入を計画的に進めていっています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今回のテーマの圧気設備の最適化ですがESG投資の一環として圧気設備更新を見据えて、現状把握を行うに辺り、様々な問題点が散見されました。

それがこの5項目となります。
一般的にどれも圧気設備を運転する上でロスになる項目になりますのでこれらを改善しつつ設備の更新をしていくことを
計画していくこととしました。

明石製作所の圧気設備の電力使用量は全体でも16%をしめていることから電力使用量を前年度比3％削減は削減すると部の方針を固め取り組んでおります。
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